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北
海
道
三
井
化
学

植
物
細
胞
の
高
効
率

培
養
バ
ッ
グ
を
開
発

　
北
海
道
三
井
化
学
は
、
植

物
細
胞
の
低
コ
ス
ト
培
養
を

可
能
に
す
る
容
量
８
０
０
㍑

の
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ス
（
使
い

切
り
）
バ
ッ
グ
を
開
発
し
た

た
。
撹
拌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

含
む
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
が
不
要

で
、
多
様
な
植
物
由
来
機
能

性
物
質
を
高
効
率
に
生
産
す

る
培
養
バ
ッ
グ
と
し
て
実
用

化
を
図
る
。

　
同
社
は
、
常
緑
針
葉
樹
イ

チ
イ
の
細
胞
培
養
に
よ
る
タ

キ
サ
ン
系
抗
が
ん
剤
中
間
体

10
・
デ
ア
セ
チ
ル
バ
ッ
カ
チ

ン
Ⅲ
（
10
・
Ｄ
Ａ
Ｂ
）
の
高

効
率
生
産
技
術
開
発
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て

植
物
細
胞
培
養
バ
ッ
グ
の
開

発
に
こ
ぎ
着
け
た
。
こ
の
培

養
バ
ッ
グ
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
で
、
撹
拌
翼
な
し
に
細
胞

が
沈
殿
す
る
こ
と
な
く
培
養

で
き
る
点
が
特
徴
。
設
備
費

は
、
動
物
細
胞
の
培
養
に
使

う
ス
テ
ン
レ
ス
製
培
養
槽
の

10
分
の
１
程
度
に
抑
え
ら
れ

る
。

　
10
・
Ｄ
Ａ
Ｂ
の
高
効
率
生

産
技
術
開
発
の
開
発
は
、
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
助
成
事
業
「
ス
マ

ー
ト
セ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
（
16
～
20
年
度
）
に
採

択
さ
れ
、
京
都
大
学
と
共
同

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
三
井
化
学
な
ど
９
社
が
出

資
す
る
東
京
大
学
発
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
レ
フ
ァ
ン

テ
ッ
ク
は
、
三
井
化
学
・
名

古
屋
工
場
内
で
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
に
よ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

基
板
（
Ｆ
Ｐ
Ｃ
）
の
量
産
プ

量産プラント稼働

世界初 印刷技術でＦＰＣ製造

エ
レ
フ
ァ
ン

テ
　
ッ
　
ク

ラ
ン
ト
「
Ａ
Ｍ
Ｃ
名
古
屋
」

の
本
格
稼
働
を
開
始
し
た
。

「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
印
刷
技

術
を
用
い
て
電
子
回
路
を
製

造
す
る
世
界
初
の
大
型
量
産

実
証
拠
点
」
と
銘
打
た
れ
た

こ
の
施
設
で
は
試
作
品
の
製

造
・
販
売
を
既
に

１
月
か
ら
行
っ
て

お
り
、
４
月
か
ら

は
量
産
製
品
の
製

造
・
販
売
に
踏
み

切
る
。
生
産
能
力

は
月
５
千
平
方
㍍

で
、
24
年
に
は
４

倍
の
月
産
２
万
平

方
㍍
体
制
を
構
築

す
る
。
総
投
資
額

は
約
14
億
円
。

　
エ
レ
フ
ァ
ン
テ

ッ
ク
は
「
ピ
ュ
ア

ア
デ
ィ
テ
ィ
ブ
法
」
と
呼
ぶ

必
要
な
部
分
に
の
み
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
で
金
属
ナ
ノ
粒
子

を
印
刷
す
る
な
ど
し
て
電
子

回
路
を
形
成
す
る
技
術
を
独

自
に
開
発
。
エ
ッ
チ
ン
グ
に

よ
っ
て
電
子
回
路
を
形
成
す

る
既
存
製
法
に
比
べ
て
リ
ー

ド
タ
イ
ム
の
短
縮
、
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
の
削
減
、
原
材
料

や
水
の
使
用
量
の
削
減
と
い

っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
こ
の
技
術
を
用
い
て
Ｆ
Ｐ

Ｃ
製
造
事
業
の
拡
大
を
目
指

す
な
か
、
課
題
と
な
っ
て
い

た
の
が
量
産
体
制
の
確
立
。

そ
こ
で
19
年
10
月
に
三
井
化

学
が
名
古
屋
工
場
内
の
建
屋

及
び
工
場
イ
ン
フ
ラ
を
提
供

す
る
戦
略
的
連
携
を
結
び
、

今
回
、
量
産
施
設
と
な
る
Ａ

Ｍ
Ｃ
名
古
屋
の
完
工
に
至
っ

た
。

　
エ
レ
フ
ァ
ン
テ
ッ
ク
の
清

水
信
哉
社
長
は
オ
ン
ラ
イ
ン

会
見
で
「
資
源
問
題
が
大
き

く
な
る
な
か
、
『
捨
て
な
い

技
術
』
で
も
あ
る
イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
印
刷
技
術
を
ベ
ー
ス

と
し
た
我
々
の
製
法
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
水
、
廃
棄
物
の
量

が
既
存
製
法
の
十
数
分
の

１
。
ケ
タ
違
い
に
環
境
負
荷

の
小
さ
い
も
の
づ
く
り
を
実

現
し
た
」
と
し
た
う
え
で
、

「
Ａ
Ｍ
Ｃ
名
古
屋
の
役
割
の

一
つ
が
マ
ザ
ー
工
場
。
技
術

を
実
証
し
、
24
年
か
ら
製
造

装
置
の
販
売
を
開
始
す
る
。

30
年
ま
で
に
世
界
の
Ｆ
Ｐ
Ｃ

の
10
％
を
我
々
の
製
法
に
置

き
換
え
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
同
社
の
Ｆ
Ｐ
Ｃ
製
品
「
片

面
Ｆ
Ｐ
Ｃ
『
Ｐ
―
Ｆ
ｌ
ｅ

ｘ
』」
は
日
本
電
子
回
路
工

業
会
規
格
を
は
じ
め
す
べ
て

の
規
格
を
ク
リ
ア
し
て
お

り
、
信
頼
性
と
い
う
点
で
は

既
存
Ｆ
Ｐ
Ｃ
と
そ
ん
色
な

い
。
既
存
Ｆ
Ｐ
Ｃ
を
代
替
す

る
か
た
ち
で
静
電
式
タ
ッ
チ

セ
ン
サ
ー
な
ど
に
採
用
も
始

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
現
在
は

ピ
ッ
チ
幅
が
２
０
０
×
１
５

０
㍈
だ
が
、
一
般
的
な
１
０

０
×
１
０
０
㍈
の
量
産
技
術

の
開
発
を
進
め
て
お
り
、
清

水
社
長
は
「
達
成
で
き
れ
ば

だ
い
た
い
の
市
場
は
獲
得
で

き
る
」
と
強
調
し
た
。

　
Ｆ
Ｐ
Ｃ
が
搭
載
さ
れ
て
い

る
電
子
機
器
す
べ
て
が
同
社

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
が
、

車
載
デ
バ
イ
ス
向
け
の
展
開

に
当
た
っ
て
は
日
清
紡
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
と
の
提
携
を
引

き
合
い
に
、
テ
ィ
ア
ワ
ン
に

同
社
技
術
に
よ
る
Ｆ
Ｐ
Ｃ
製

造
装
置
を
納
め
て
テ
ィ
ア
ワ

ン
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
納

入
す
る
枠
組
み
が
妥
当
だ
と

の
見
解
を
示
し
た
。

　
清
水
社
長
は
Ａ
Ｍ
Ｃ
名
古

屋
の
も
う
一
つ
の
役
割
と
し

て
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
大

企
業
の
新
し
い
日
本
型
の
共

創
の
拠
点
」
と
し
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
市
場
開
拓
力
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
力
、
技
術
蓄
積
を
掛

け
算
す
る
日
本
型
の
共
創
の

仕
組
み
を
実
証
す
る
拠
点
と

し
て
成
功
さ
せ
た
い
」
と
意

気
込
み
を
示
す
。

三
井
化
学
名
古
屋
工
場
内
に

完
成
し
た
プ
ラ
ン
ト

三
井
化
学
な
ど
３
社

環
境
配
慮
型
の

紙
包
装
材
を
提
案

　
三
井
化
学
は
、
日
本
製

紙
、
ヨ
シ
モ
ト
印
刷
社
と
共

同
で
、
新
し
い
紙
の
環
境
配

慮
型
包
装
材
「
フ
レ
パ
ッ
ク

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を
提
案
す
る
。
国

内
外
の
包
装
市
場
へ
売
り
込

み
、
実
用
化
を
目
指
す
。

　
フ
レ
パ
ッ
ク
Ｏ
Ｎ
Ｅ
は
、

三
井
化
学
の
紙
包
材
用
ヒ
ー

ト
シ
ー
ル
剤
「
ケ
ミ
パ
ー

ル
」
を
日
本
製
紙
が
開
発
し

た
バ
リ
ア
紙
「
シ
ー
ル
ド
プ

ラ
ス
」
に
、
ヨ
シ
モ
ト
印
刷

社
の
最
新
フ
レ
キ
ソ
印
刷
機

に
よ
る
高
品
質
な
印
刷
で
１

パ
ス
加
工
す
る
こ
と
で
実
現

し
た
バ
リ
ア
ヒ
ー
ト
シ
ー
ル

塗
工
紙
。
１
パ
ス
加
工
で
包

材
製
造
が
完
結
す
る
た
め
、

リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
大
幅
に
短

縮
す
る
。
水
系
フ
レ
キ
ソ
印

刷
に
よ
る
環
境
適
合
性
と
高

度
な
印
刷
品
質
、
基
材
に
バ

リ
ア
紙
を
用
い
る
こ
と
に
よ

る
内
容
物
保
存
性
を
併
せ
持

つ
。

横
河
電
機
と
Ｈ
Ｂ
Ｓ

線
虫
が
ん
検
査
の

普
及
で
資
本
提
携

　
横
河
電
機
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

（
Ｈ
Ｂ
Ｓ
）
に
出
資
す
る
資

本
業
務
提
携
を
締
結
し
た
。

　
Ｈ
Ｂ
Ｓ
が
持
つ
線
虫
及
び

線
虫
嗅
覚
セ
ン
サ
ー
を
利
用

し
た
が
ん
検
査
サ
ー
ビ
ス

「
Ｎ
―
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
」
の
世
界

的
な
普
及
に
向
け
て
、
横
河

電
機
が
自
動
解
析
装
置
の
量

産
と
保
守
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
担
う
と
と
も
に
、
両
社
で

次
世
代
型
の
自
動
解
析
装
置

の
開
発
や
、
世
界
62
カ
国
に

展
開
す
る
横
河
電
機
の
グ
ロ

ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
同
サ
ー
ビ
ス
の
普
及

活
動
に
乗
り
出
す
。
今
回
の

資
本
提
携
で
は
レ
ベ
ニ
ュ
ー

シ
ェ
ア
方
式
を
導
入
。
利
益

と
リ
ス
ク
を
共
有
し
、
あ
ら

か
じ
め
決
め
て
お
い
た
配
分

率
で
利
益
を
分
け
合
う
成
果

報
酬
型
と
し
た
。

　
Ｎ
―
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
は
、
嗅
覚

に
優
れ
、
飼
育
コ
ス
ト
が
安

価
な
体
長
約
１
㍉
㍍
の
生
物

で
あ
る
線
虫
の
性
質
を
利
用

し
、
が
ん
患
者
の
尿
に
含
ま

れ
る
微
量
の
匂
い
物
質
か
ら

が
ん
を
検
知
す
る
１
次
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
が
ん
検
査
サ
ー

ビ
ス
。
胃
が
ん
や
大
腸
が

ん
、
肺
が
ん
な
ど
15
種
類
の

が
ん
の
い
ず
れ
に
罹
っ
て
い

る
か
否
か
の
判
定
を
、
ス
テ

ー
ジ
０
や
１
の
が
ん
患
者
で

あ
っ
て
も
約
86
％
の
確
立
で

特
定
で
き
る
。
検
査
者
は
尿

検
体
を
一
度
提
出
す
る
だ
け

で
従
来
の
検
査
よ
り
も
安
価

に
網
羅
的
な
が
ん
検
査
を
行

え
る
。

　
Ｈ
Ｂ
Ｓ
で
は
同
サ
ー
ビ
ス

用
の
自
動
解
析
装
置
を
開
発

し
、
昨
年
１
月
か
ら
同
装
置

に
よ
る
検
査
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。
今
春
に
は
自

宅
で
検
査
が
で
き
る
個
人
向

け
が
ん
検
査
サ
ー
ビ
ス
「
Ｎ

―
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
」
の
提
供
を
開
始
す
る
予

定
だ
。

横
河
電
機
の
中
尾
寛
執
行
役

員
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

偉
業
本
部
長
（
左
）
と
Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
の
広
津
崇
亮
介
社
長

　
三
井
化
学
は
、
多
層
ボ
ト

ル
な
ど
に
使
う
接
着
性
ポ
リ

オ
レ
フ
ィ
ン
樹
脂
「
ア
ド
マ

ー
」
の
二
つ
の
環
境
対
応
グ

レ
ー
ド
「
ア
ド
マ
ー
Ｅ
Ｆ
シ

リ
ー
ズ
」
を
開
発
し
た
。
一

つ
は
、
原
料
の
一
部
に
植
物

由
来
樹
脂
を
使
用
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
品
種
で
、
石
油
資
源

節
減
や
Ｃ
Ｏ

排
出
削
減
に

つ
な
が
る
。
も
う
一
つ
は
リ

サ
イ
ク
ル
助
材
で
、
多
層
ボ

ト
ル
工
場
な
ど
で
発
生
し
た

樹
脂
端
材
を
ボ
ト
ル
な
ど
の

原
料
に
再
利
用
す
る
際
に
添

加
す
る
と
、
物
性
低
下
を
抑

え
ら
れ
る
。
既
に
昨
年
か
ら

サ
ン
プ
ル
提
供
を
進
め
て
お

り
、
顧
客
評
価
を
経
て
早
期

の
実
用
化
を
目
指
す
。

　
ア
ド
マ
ー
は
、
官
能
基
を

ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
に
導
入
し

て
接
着
性
を
付
与
し
た
変
性

ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
。
ガ
ス
バ

リ
ア
性
樹
脂
な
ど
の
基
材
に

強
力
に
接
着
す
る
特
徴
が
あ

り
、
共
押
出
成
形
に
よ
る
ボ

ト
ル
、
チ
ュ
ー
ブ
、
フ
ィ
ル

三
井
化
学 

リ
サ
イ
ク
ル
助
材
も
展
開

植
物
由
来
品
を
開
発

接着性樹脂

ム
・
シ
ー
ト
、
燃
料
タ
ン
ク

な
ど
の
多
層
成
形
体
に
使
わ

れ
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
品
種
は
、
原

料
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
Ｐ

Ｅ
）
の
一
部
を
植
物
由
来
Ｐ

Ｅ
に
置
き
換
え
た
も
の
で
、

バ
イ
オ
マ
ス
化
度
50
％
以
上

を
実
現
し
た
。
従
来
の
石
油

由
来
品
と
同
等
の
接
着
力
や

成
形
性
、
成
形
外
観
を
保
持

し
、
顧
客
に
と
っ
て
適
用
が

容
易
。
食
品
や
化
粧
品
の
容

器
に
使
う
多
層
ボ
ト
ル
、
チ

ュ
ー
ブ
、
フ
ィ
ル
ム
・
シ
ー

ト
向
け
な
ど
に
提
案
す
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
助
材
は
、
多

層
ボ
ト
ル
な
ど
の
加
工
工
程

で
発
生
す
る
樹
脂
端
材
の
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ロ
セ
ス
で
使

う
。
樹
脂
端
材
は
一
度
加
工

時
に
熱
の
影
響
を
受
け
、
多

層
ボ
ト
ル
な
ど
の
加
工
品
は

異
素
材
が
入
り
込
む
た
め
、

端
材
を
ボ
ト
ル
な
ど
の
原
料

と
し
て
再
利
用
す
る
際
に
、

強
度
や
耐
衝
撃
性
と
い
っ
た

物
性
の
低
下
が
課
題
だ
っ

た
。
そ
こ
で
リ
サ
イ
ク
ル
助

材
を
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
セ
ス

で
添
加
す
る
と
、
強
度
や
耐

衝
撃
性
の
低
下
を
抑
え
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
包
装
材

料
を
は
じ
め
と
す
る
樹
脂
成

形
品
の
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ

ク
ル
の
普
及
に
貢
献
す
る
。

　
帝
人
は
、
チ
ェ
コ
の
自
動

車
向
け
複
合
材
料
部
品
事
業

子
会
社
ベ
ネ
ッ
ト
の
工
場

（
ミ
ロ
ヴ
ィ
ツ
ェ
市
）
で
、

ガ
ラ
ス
繊
維
（
Ｇ
Ｆ
）
―
シ

ー
ト
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
（
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
成
形

設
備
を
新
設
す
る
。
22
年
秋

に
稼
働
す
る
予
定
。
中
東
欧

に
生
産
拠
点
を
構
え
る
有
力

自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受

注
獲
得
に
対
応
す
る
。
投
資

額
は
約
10
億
円
。

　
ベ
ネ
ッ
ト
は
帝
人
が
19
年

に
買
収
し
た
自
動
車
部
品
の

テ
ィ
ア
ワ
ン
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
や

Ｇ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
成
形
技
術
と
、

自
動
車
部
品
の
塗
装
や
組
み

立
て
の
設
備
な
ど
を
有
す

る
。
今
回
、
新
た
に
Ｇ
Ｆ
―

Ｓ
Ｍ
Ｃ
成
形
品
の
生
産
を
始

め
る
。
こ
の
チ
ェ
コ
の
拠
点

は
、
帝
人
グ
ル
ー
プ
に
と
っ

て
欧
州
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
子
会

社
イ
ナ
パ
ル
に
続
く
二
つ
目

の
Ｇ
Ｆ
―
Ｓ
Ｍ
Ｃ
成
形
品
の

チ
ェ
コ
で
22
年
秋
稼
働

車
向
け
Ｇ
Ｆ
―
Ｓ
Ｍ
Ｃ
成
形

帝　人

生
産
拠
点
と
な
る
。
材
料
の

Ｇ
Ｆ
―
Ｓ
Ｍ
Ｃ
基
材
は
フ
ラ

ン
ス
の
工
場
か
ら
調
達
す

る
。

　
帝
人
グ
ル
ー
プ
の
Ｇ
Ｆ
―

Ｓ
Ｍ
Ｃ
成
形
品
は
軽
量
で
、

複
雑
な
形
状
の
部
品
が
一
発

の
成
形
で
得
ら
れ
、
部
品
点

数
や
工
程
の
削
減
に
よ
り
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
が
金
属
部
品

に
比
べ
低
い
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
帝
人
グ
ル

ー
プ
が
現
在
主
力
と
す
る
米

国
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台
、
高
級
車
の
外

板
、
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
車
の

着
脱
可
能
な
ル
ー
フ
、
電
気

自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
ケ
ー

ス
な
ど
に
採
用
が
進
ん
で
い

る
。
欧
州
で
も
受
注
が
拡
大

し
て
い
る
た
め
増
産
す
る
。

　
帝
人
は
、
自
動
車
部
品
の

テ
ィ
ア
ワ
ン
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

と
し
て
複
合
材
料
部
品
事
業

を
展
開
。
17
年
１
月
に
北
米

最
大
の
自
動
車
向
け
複
合
材

料
部
品
メ
ー
カ
ー
、
Ｃ
Ｓ
Ｐ

を
買
収
す
る
な
ど
、
積
極
的

な
事
業
拡
大
策
を
講
じ
て
い

る
。
特
に
自
動
車
産
業
の
先

進
地
域
で
あ
る
欧
州
で
は
拡

大
策
を
矢
継
ぎ
早
に
実
行

し
、
18
年
に
イ
ナ
パ
ル
、
19

年
に
ベ
ネ
ッ
ト
を
買
収
、
20

年
は
Ｃ
Ｓ
Ｐ
の
フ
ラ
ン
ス
拠

点
で
Ｇ
Ｆ
―
Ｓ
Ｍ
Ｃ
基
材
工

場
を
立
ち
上
げ
た
。
ド
イ
ツ

で
は
同
年
２
月
に
テ
ク
ニ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」

も
開
設
し
、
次
世
代
自
動
車

に
向
け
た
マ
ル
チ
マ
テ
リ
ア

ル
で
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提

案
力
を
強
化
し
て
い
る
。

　
帝
人
は
、
自
動
車
向
け
複

合
材
料
部
品
事
業
の
展
開
を

「
将
来
の
収
益
源
育
成
（
ス

ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
カ

ス
）」
に
位
置
づ
け
る
。
30

年
近
傍
に
売
上
高
を
20
億
㌦

へ
拡
大
す
る
計
画
だ
。

　
大
日
本
印
刷
は
、
ハ
イ
バ

リ
ア
フ
ィ
ル
ム
「
Ｉ
Ｂ
―
Ｆ

Ｉ
Ｌ
Ｍ
」
の
新
規
用
途
と
し

て
、
電
子
材
料
を
水
蒸
気
や

酸
素
な
ど
か
ら
守
る
保
護
フ

ィ
ル
ム
の
拡
大
に
本
腰
を
入

れ
る
。
量
子
ド
ッ
ト
（
Ｑ

Ｄ
）
シ
ー
ト
保
護
用
に
続

き
、
電
子
タ
グ
保
護
用
や
太

陽
電
池
保
護
用
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
市
場
開
拓
を
進
め
て
お

り
、
将
来
は
電
子
材
料
分
野

を
食
品
包
装
分
野
に
続
く
同

事
業
の
柱
に
育
成
し
た
い
考

え
だ
。

　
Ｉ
Ｂ
―
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ
は
透
明

蒸
着
技
術
を
使
っ
た
同
社
機

能
性
フ
ィ
ル
ム
の
主
力
製
品

で
、
主
に
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ

の
基
材
な
ど
と
し
て
使
用
さ

大
日
本
印
刷 

電
材
保
護
用
中
心
に

産
業
分
野
へ
本
腰

ハイバリア
フ ィ ル ム

れ
て
き
た
。
バ
リ
ア
性
と
透

明
性
、
電
波
透
過
性
の
高
さ

に
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

電
子
材
料
分
野
に
水
平
展
開

す
る
こ
と
で
、
事
業
の
高
付

加
価
値
化
に
つ
な
げ
る
。

　
電
子
材
料
分
野
で
は
、
19

年
に
Ｑ
Ｄ
シ
ー
ト
保
護
用
の

フ
ィ
ル
ム
と
し
て
初
の
採
用

を
獲
得
。
採
用
の
ポ
イ
ン
ト

は
水
蒸
気
バ
リ
ア
性
の
高
さ

で
、
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ
の
数

倍
と
い
う
。
ま
た
、
顧
客
の

要
望
に
応
え
、
作
業
中
に
フ

ィ
ル
ム
が
裂
け
る
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
に
厚
さ
12
㍈
の

ハ
イ
バ
リ
ア
フ
ィ
ル
ム
本
体

に
厚
さ
50
～
１
０
０
㍈
の
Ｐ

Ｅ
Ｔ
フ
ィ
ル
ム
を
ラ
ミ
ネ
ー

ト
し
て
強
度
を
高
め
た
。

　
Ｑ
Ｄ
シ
ー
ト
に
次
い
で
狙

っ
て
い
る
の
が
電
子
タ
グ
向

け
。
電
波
透
過
性
が
高
く
、

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
や
リ
ー

ダ
ー
な
ど
か
ら
の
通
信
を
妨

げ
な
い
こ
と
な
ど
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
。

　
太
陽
電
池
保
護
用
で
は
、

軽
量
性
や
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
性

を
訴
求
し
、
早
期
の
採
用
獲

得
を
目
指
す
。

　
大
日
本
印
刷
は
こ
れ
ま
で

Ｉ
Ｂ
―
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ
を
用
途
ご

と
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
採

用
数
を
増
や
し
て
き
た
。
電

子
材
料
分
野
へ
の
展
開
に
お

い
て
も
こ
の
経
験
を
生
か

し
、
バ
リ
ア
性
な
ど
求
め
ら

れ
る
条
件
や
顧
客
の
要
望
に

対
応
し
た
製
品
を
提
案
し

て
、
用
途
拡
大
に
取
り
組
む

方
針
だ
。

　
日
本
ゼ
オ
ン
は
、
結
晶
性

（
立
体
規
則
性
）
を
付
与
し

た
新
タ
イ
プ
の
シ
ク
ロ
オ
レ

フ
ィ
ン
ポ
リ
マ
ー
（
Ｃ
Ｏ

日
本
ゼ
オ
ン 

耐
熱
、耐
屈
曲
性
向
上

５
Ｇ
基
板
向
け
本
格
化

結晶性ＣＯＰ

Ｐ
）「
ゼ
オ
ネ
ッ
ク
ス
Ｃ
２

４
２
０
」
で
小
ス
ケ
ー
ル
の

量
産
体
制
を
確
立
し
、
生
産

・
販
売
を
開
始
し
た
。
Ｃ
Ｏ

Ｐ
本
来
の
特
徴
を

維
持
し
な
が
ら
、

耐
熱
性
な
ど
の
向

上
を
実
現
し
た
こ

と
で
、
５
Ｇ
対
応

の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
銅
張
積
層

板
（
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
）
材
料
向
け

と
い
っ
た
新
規
用
途
へ
も
拡

大
を
広
げ
て
い
く
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
一
般
的
に
非
晶

性
の
構
造
を
持
つ
が
、
新
タ

イ
プ
は
結
晶
性
を
付
与
し
た

こ
と
で
、
従
来
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の

低
吸
水
性
、
低
誘
電
率
・
低

誘
電
正
接
を
維
持
し
な
が

ら
、
従
来
品
に
な
い
耐
熱

性
、
耐
薬
品
性
、
耐
屈
曲
性

を
備
え
た
。
耐
熱
性
は
融
点

が
２
６
５
度
Ｃ
（
従
来
品
は

Ｔ
ｇ
で
１
６
３
度
Ｃ
程
度
が

上
限
）
と
大
幅
に
向
上
し
、

従
来
品
で
課
題
だ
っ
た
炭
化

水
素
系
溶
剤
へ
の
耐
性
も
有

す
る
。
屈
曲
試
験
で
は
20
万

回
以
上
（
従
来
品
は
２
万
５

千
回
で
割
れ
）
に
耐
え
た
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
主
に
カ
メ
ラ
レ

ン
ズ
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
フ

ィ
ル
ム
な
ど
の
光
学
用
途
、

シ
リ
ン
ジ
や
マ
イ
ク
ロ
流
路

チ
ッ
プ
な
ど
の
医
療
バ
イ
オ

用
途
の
材
料
と
し
て
使
用
さ

れ
る
が
、
新
タ
イ
プ
の
投
入

に
よ
り
フ
ィ
ル
ム
回
路
基
板

や
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
デ
ン
サ
ー

向
け
と
い
っ
た
新
た
な
領
域

へ
の
展
開
も
可
能
に
な
る
。

　
高
速
通
信
関
連
の
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｌ
向
け
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
は

誘
電
正
接
が
０
・
０
０
１
以

下
と
候
補
材
料
の
中
で
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
誘
電
特
性
を
持

つ
も
の
の
、
同
用
途
で
求
め

ら
れ
る
耐
熱
性
な
ど
に
課
題

が
あ
っ
た
。
耐
熱
性
に
加
え

て
耐
屈
曲
性
な
ど
の
向
上
を

実
現
し
た
こ
と
で
、
５
Ｇ
対

応
を
見
据
え
て
急
成
長
が
見

込
め
る
高
速
通
信
基
板
材
料

な
ど
と
し
て
の
展
開
を
本
格

化
で
き
る
と
期
待
す
る
。

ゼ
オ
ネ
ッ
ク
ス
Ｃ

２
４
２
０
を
使
用

し
た
ミ
リ
波
レ
ー

ダ
ー
ア
ン
テ
ナ
基

板

独
自
レ
ン
ズ
来
期
量
産
化

ダ
イ
セ
ル 

有
機
半
導
体
デ
バ
イ
ス
も

センシング
事　　　業

　
ダ
イ
セ
ル
は
、
セ
ン
シ
ン
グ
事
業
と
し
て
保
有
す
る
独
自
開
発
の
材
料
、
技
術
を
駆
使
し
た
レ
ン
ズ
、

銀
ナ
ノ
イ
ン
ク
、
有
機
半
導
体
な
ど
の
拡
大
を
加
速
す
る
。
レ
ン
ズ
は
ウ
エ
ハ
ー
レ
ベ
ル
レ
ン
ズ
と
し
て

の
拡
大
に
向
け
て
播
磨
工
場
に
量
産
設
備
を
確
保
し
、
21
年
度
上
期
中
に
本
格
供
給
を
開
始
す
る
計
画
。

銀
ナ
ノ
イ
ン
ク
は
標
準
品
を
材
料
と
し
て
拡
販
す
る
一
方
、
自
社
で
も
材
料
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

で
市
場
を
広
げ
る
。
有
機
半
導
体
は
、
子
会
社
化
し
た
東
京
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
会
社
（
パ
イ
ク
リ
ス
タ

ル
）
と
連
携
し
デ
バ
イ
ス
と
し
て
の
拡
大
を
目
指
す
。

　
レ
ン
ズ
は
脂
環
式
エ
ポ
キ

シ
な
ど
自
社
の
硬
化
性
樹
脂

を
ベ
ー
ス
に
ウ
エ
ハ
ー
レ
ベ

ル
レ
ン
ズ
ま
で
仕
上
げ
て
、

動
作
や
明
る
さ
な
ど
の
セ
ン

シ
ン
グ
用
カ
メ
ラ
向
け
を
中

心
に
展
開
す
る
。
加
工
性
が

良
好
な
た
め
光
学
設
計
上
の

自
由
度
が
高
く
、
リ
フ
ロ
ー

方
式
に
必
要
な
耐
熱
性
も
有

し
、
量
産
に
対
応
し
や
す
い

た
め
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減

も
可
能
。
既
に
日
本
や
中

国
、
台
湾
、
韓
国
、
欧
米
で

ス
マ
ホ
、
車
載
、
防
犯
用
途

な
ど
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
生
産
は
外
注
を
含
め
て
対

応
し
て
き
た
が
、
今
後
は
Ａ

Ｒ
や
Ｖ
Ｒ
関
連
も
含
め
た
需

要
増
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

自
社
設
備
で
本
格
展
開
し
て

い
く
。

　
銀
ナ
ノ
イ
ン
ク
は
印
刷
性

に
優
れ
、
１
０
０
度
Ｃ
程
度

の
熱
処
理
で
世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
低
抵
抗
化
が
可
能
。

太
陽
電
池
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

な
ど
の
配
線
向
け
と
し
て
プ

リ
ン
テ
ッ
ド
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
用
途
に
展
開
す
る
。
量

産
体
制
も
新
井
工
場
に
確
立

済
み
。
太
陽
電
池
に
採
用
さ

れ
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
設
備

診
断
用
も
近
く
上
市
す
る
計

画
。
今
後
、
標
準
品
を
幅
広

く
拡
販
し
て
材
料
と
し
て
の

認
知
度
を
高
め
る
一
方
、
自

社
で
も
大
阪
大
学
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
材
料
の
性
能
を

最
大
限
に
生
か
す
た
め
の
条

件
、
使
い
方
な
ど
を
含
め
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し

市
場
を
広
げ
て
い
く
。

　
有
機
半
導
体
は
、
そ
の
高

性
能
化
の
成
膜
技
術
な
ど
を

持
つ
パ
イ
ク
リ
ス
タ
ル
を
昨

年
１
月
に
子
会
社
化
し
、
ダ

イ
セ
ル
が
持
つ
材
料
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
デ
バ
イ
ス
と

し
て
展
開
す
る
。
性
能
や
量

産
に
向
け
た
製
造
技
術
を
確

認
し
て
市
場
投
入
の
メ
ド
を

得
る
た
め
、
実
証
設
備
を
パ

イ
ク
リ
ス
タ
ル
内
（
千
葉
県

柏
市
）
で
21
年
度
前
半
に
立

ち
上
げ
、
社
会
実
装
検
証
レ

ベ
ル
の
供
給
に
つ
な
げ
る
。

有
機
半
導
体
デ
バ
イ
ス
は
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
か
つ
低
消
費
電

力
で
、
回
路
設
計
な
ど
の
自

由
度
も
高
い
。
温
度
や
振

動
、
歪
み
な
ど
を
感
知
す
る

フ
ィ
ル
ム
状
の
セ
ン
サ
ー
や

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
向
け
な
ど
と

し
て
市
場
を
広
げ
て
い
く
考

え
。


